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日 時 2021 年 2 月 3 日（水） 17 時 00 分 ～ 18 時 20 分 
場 所 東京音楽大学 中目黒・代官山キャンパス TCM ホール 
判 定 
意欲的なプログラムを表現力豊かに演奏し、かつ、プログラムノートも 
よく工夫されている。 
よって、審査委員全員一致して「合」と判定する。 
審査結果の要旨 
ドホナーニの作品群から特徴ある様式をもつ楽曲を並べたことで、コンサート
の意図が良く伝わった。演奏を通して、この作曲家とその作品を研究の対象とす
る価値が十分あるものであることが感じられた。今後もドホナーニ研究を継続
し、ドホナーニ作品を広め貰いたい。 
演奏にハンガリーらしさを出す奏法の追求もされていて、演奏効果が上がって
いたが、民謡が引用された作品の演奏をするにあたって、引用された旋律の伝統
や性格の研究をさらに深めることを勧める。民族的な音組織と機能和声の弾き分
けについても、更に研鑽を積んで欲しい。 
満席でも響きすぎる TCMホールで、かなり気を使って打鍵し、フォルテの表現
をするために、鍵盤を叩きつけなかったことは評価に値する。また弱音の表現も
指先まで神経が行き届いていたと思う。リズムの刻み方にも努力の跡がうかがえ
た。それでもなお、強音の演奏（特に和音）の響きが多少、ワンパターンになる
ことがあった。テンポや和音の密集度によって、響きをコントロールできるとも
っと素晴らしい演奏になると思う。 
後半に演奏したドホナーニが 14～16 歳の時に作ったピアノ四重奏曲につい
て、ほとんど知られていない作品の堂々たる紹介ができたことは、価値ある業績
である。時としてとりとめないところのある作品をまとめ、表現にまで持ってい
くには指揮者としての発想が必要だったと思う。この曲の可能性を再発見し引き
出した努力を評価する。しかし、譜読みも含め解釈をじっくりと練り上げる時間
は少々足りなかった様に思う。ピアノが弦楽器を音楽表現でリードする場面がも
っと多くあってもよいと思った。 
リサイタル全体として、大変に素晴らしいものであったと高く評価する。 
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